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昭和２４（１９４９年）年創立

大阪府北河内郡生まれ。広島高等師範学校卒業。
大阪府立八尾中学校（旧制）在学時から作歌し、
歌誌『詩歌』に参加。前田夕暮に師事した。
のちに『覇王樹』『林間』の同人となり、1931
年（昭和6年）女性短歌誌『若葉』を主宰。大阪
府立寝屋川高等女学校（現・大阪府立寝屋川高
等学校）で教えながら、落語野崎詣りで有名な
野崎観音（大東市）参拝について詠んだ「野崎
小唄」を東海林太郎が歌い大ヒットとなったた
め、「昭和歌壇の重鎮」とされている。

（Wikipediaより抜粋）

1883年〈明治16年〉～ 1963年〈昭和38年〉

作詞 今中 楓渓（いまなか ふうけい）
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昭和２４（１９４９年）年創立

（Web記事からの抜粋）
次のような歌を作曲されています。
宝塚少女歌劇団「馬の王様」 ⇒右の写真です
寝屋川市歌
枚方市歌

本校と同じ【作詞：今中楓渓 作曲：高木和夫】
による校歌は
大阪府立寝屋川高等学校
大阪府立布施工業高等学校
大阪工業大学高等学校
大東市立住道南小学校

作曲 高木 和夫（たかぎ かずお）
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昭和２４（１９４９年）年創立

校歌 歌唱入り
大阪市立田島中学校７０期生
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校歌 オーケストラ
大阪市音楽団
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